
 

 

 

 

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  生き生きと学び 力いっぱい活動し だれとでも仲良く 

学校だより １０月号 

市田っ子 
令和２年１０月２８日発行 

熊谷市立市田小学校 

花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 
市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

中学生から思うこと 
  

朝、正門や南入口で子供たちの登校を待っていると、大里中の生徒さんが前を通過して行きます。 

 「おはようございます」、「気をつけて、行ってらっしゃい」と声をかけると、「行ってきまーす」と返っ

てきます。小学生や中学生、大人に限らず、元気な挨拶は気持ちのよいものです。 

 生徒さんが正門を通過する前に、学校前交差点で信号待ちをしている様子も見かけます。青信号になる

と、安全を確認し、自転車を押しながら横断歩道を渡っています。 

 自転車を押して横断歩道を渡るということは、小学校で学んだことなのか、中学校の決まりなのか、そ

れとも自ら安全だと考え行っているかはわかりませんが、自分の中で決まりを守り、毎日行っていること

に感心させられます。 

社会生活や学校生活を送る上で、約束や決まり、ルールやマナー等を守ることは大切なことです。特に、

新しい生活を始めるとき、初めての仲間と出会ったとき、新しい出来事が起きたときなど、新しい約束を

守りながら生活を送ることになります。今で言えば、新型コロナウイルス対策のマスクや手洗い、傘差し

登校などでしょう。 

なぜ決まりがあるのかを理解し、みんなで行動し、守り続けていくことがとても重要です。初めての決

まりを行うときはちょっと窮屈に感じます。でも続けていくことで、自分や周りの人が豊かに安心して生

活できることになります。 

前期終了まで 1ヶ月弱、学校生活では、授業の決まりを守れているか、休み時間の過ごし方を守れてい

るか等、新型コロナウイルス対策では、マスクを着用しているか、こまめに手洗いを行っているか等振り

返りましょう。そして後期開始を節目とし、市田小児童全員が安心で居心地のよい学校生活が送れるよう

に意識し、行動実践していきましょう。 

私は上記の生徒さんを見て、すがすがしい気持ちになります。決まりを守り生活することが心地よいと

思える子供たちを市田小学校教職員全員で育てます。ご協力、よろしくお願いいたします。 

 

10月は「言葉遣い」について考えます 

学校や家庭・地域で、子供たちはどのような言葉

遣いをしているでしょうか。 

子供たちのいろいろな生活場面で、トラブルの原

因の大きな一つが言葉遣いです。何気ない一言が相

手を怒らせたり、不愉快な思いをさせたりしてけん

かになることがとても多いように思います。時に

は、人権を逸脱するような言葉遣いをして、厳しく

注意をされることもあります。 

一方で私たち大人は、子供たちの心を癒やした

り、子供たちに勇気が出たりするような言葉遣いや

言葉がけをしているでしょうか。大人は子供たちの

人生の先輩であり、子供たちにとって最も影響力の

あるモデルです。まずは、私たち大人があいさつや

言葉遣いについて考えていく必要がありそうです。 

市田小では「気持ちのよい挨拶をかわすこと」

「正しい言語環境の充実」を目指しています。 

 

ひとつのことば 

北原 白秋 

 

ひとつのことばでけんかして 

ひとつのことばでなかなおり 

ひとつのことばで頭が下がり 

ひとつのことばで心が痛む 

ひとつのことばで楽しく笑い 

ひとつのことばで泣かされる 

 

ひとつのことばはそれぞれに 

ひとつの心を持っている 

 

きれいなことばはきれいな心 

やさしいことばはやさしい心 

ひとつのことばを大切に 

ひとつのことばを美しく 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

音楽室の学習机に個人用のパーテーショ

ンを作成しました。パーテーションがあるこ

とで、リコーダーも鍵盤ハーモニカも演奏す

ることが可能になります。音楽の学習活動も

少しずつ広がります。 

また、９月まで、給食の配膳は、教職員が

各クラスに分かれて行っていましたが、子供

たちが当番制で配膳することになりました。 

今まで同様、手洗いや手指消毒、健康観察

等の安全対策を講じながら、給食指導を行い

ます。 

これから、日常生活を少しずつ広げていき

ます。 

 
 

大里中学校と 

一緒に 

「学級会」の研究

をしています。 

職員室前のゴーヤが、ゴーヤチャンプルーに・・・。 

本気で考える市田っ子 

カブトムシのタマゴ発見 

何だ？何だ？ 

みんなで知恵を出し合い 

パワー全開！熱いぞ！市田っ子 

新しい生活様式 

熊谷市防災無線 

 熊谷市防災無線では、平成２９年度より「朝と夕

方の一斉放送」を各小学校代表児童の音声で流して

います。市民の防犯・防災に係る意識啓発を図り、地

域の見守り活動の活性化をめざすことが目的です。 

本年度は、６年生の松高 楓さんが学校を代表して

「夕方の一斉放送」の「アナウンス」を担当します。

期間は、１０月１６日（金）～３１日(土)です。 

前期終了 

10 月 15 日（木）で令和２年度の前期が終了し子

供たちは、「あゆみ」を持ち帰ります。通知表が、子

供達自身の前期を振り返り、後期を見通すために通

知表をお読みください。そして、何より、子供達がこ

れからまた頑張るための励みとなりますよう、子供

達へ声がけをよろしくお願いいたします。 

すくすくタイムもスタート    音楽室のパーテーション 

裏面もあります 


